
 
 
 

 
2020 年 2 ⽉ 14 ⽇ 

株式会社モノフル 
報道各位 
 

「国際物流総合展 2020」（2 ⽉ 19 ⽇(⽔)〜21 ⽇(⾦)開催）に出展 
~ GLP グループ 3 社で物流の課題をあらゆる⾓度から解決 ~ 
 
 

ロジスティクス・エコシステム*1 を推進する株式会社モノフル（⽇本 GLP 株式会社（以下「⽇本 GLP」）のグループ企業、
代表取締役社⻑︓藤岡 洋介（以下「モノフル」））は、2 ⽉ 19 ⽇(⽔)〜21 ⽇(⾦)に東京ビッグサイトにて開催される、
国際物流総合展 2020 に出展いたしますことをお知らせします。 
 

今回は⽇本 GLP 株式会社およびプラスオートメーション株式会社との共同出展です。⽇本 GLP より先⽇発表された⼤規
模多機能開発シリーズ「ALFALINK（アルファリンク）」や、プラスオートメーションのソーティングロボットシステム「t-sort」、そして
モノフルが提供する「トラック簿」「配⾞プラス」「適材ナビ」など、物流にかかわる拠点、働き⽅、省⼒化、トラック待機問題、集⾞、
⼈集めなど、あらゆる⾓度からソリューションをご提案いたします。 

また、2 ⽉ 21 ⽇(⾦) 12:20 よりセミナーB 会場にて、『デジタル化による配⾞業務の効率化と、シームレスな求貨求⾞を実
現する「配⾞プラス」』のセミナーを開催いたします。 
 
■トラック簿について 

予約機能を⽤いたトラック到着時間の分散や計画的な庫内準備による⻑時間待機の解消に加え、リアルタイムでのバース 
状況の可視化、SMS/LINE を使った「かんたん呼び出し」による倉庫担当者の作業負担の軽減、データの蓄積・分析による 
業務効率の改善により物流施設や⼯場などにおけるトラックの⻑時間待機問題を解消するトラック受付/予約サービス。⽉額 
基本料 0 円から利⽤可能。 
URL︓ https://monoful.jp/truckbook/ 

 
■配⾞プラスについて 

配⾞計画の作成、運送会社やドライバーとのやり取りなど拠点間輸送の配⾞業務を効率化するサービス。情報のデジタル化
により紙や FAX のやり取りを削減し、社内のリアルタイムな情報共有やデータ蓄積に寄与。他の配⾞プラス利⽤企業や求貨求
⾞事業者とのシームレスな求貨求⾞により、不⾜する⾞両をボタン⼀つで集⾞可能。 
URL︓ https://monoful.jp/dplus/ 

 
■適材ナビについて 

多数の⼈材派遣・⼈材紹介会社とのやり取りを⼀元管理・⼀括発注、短期スタッフの勤怠管理をデジタル化するなど、⽇々 
の短期スタッフ発注や管理業務を効率化するサービス。 
URL︓ https://monoful.jp/tnavi/ 
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【国際物流総合展 開催概要】 
期間︓2020 年 2 ⽉ 19 ⽇(⽔)〜21 ⽇(⾦) 10:00〜17:00 
会場︓東京ビッグサイト（東京国際展⽰場）⻄２ホール  
URL︓ https://www.logis-tech-tokyo.gr.jp/ltt2020/index.html 
出展ブース所在地︓⼩間番号 051 

 
<出展ブースイメージ> 

 

 
<出展ブース所在地> 

 



<セミナー概要> 
2 ⽉ 21 ⽇(⾦) 12:20~12:50 セミナーB 会場  
 『デジタル化による配⾞業務の効率化と、シームレスな求貨求⾞を実現する「配⾞プラス」』 
属⼈化されることによる⾮効率さ、また繁忙期の集⾞に悩まれている企業の皆様へ、配⾞プラスの具体的な利⽤シーンやメリッ
トをご説明させていただきます。事前登録は不要ですので、是⾮ご参加ください 
 
 
株式会社モノフルについて (URL︓https://monoful.co.jp/) 

モノフルは、先進的物流施設のリーディングプロバイダーである⽇本 GLP 株式会社（本社所在地︓東京都港区、代表取締役社⻑︓帖佐 義之）のグループ会
社の出資により 2017 年 11 ⽉に設⽴されました。 

社名には、「物（mono）であふれている（full）」という物流の現状を表す意味に加え、我々が⽬指す未来の物流の姿である「単⼀の（mono）プラットフォームで
遂⾏させる・実⾏する（fulfill）」という意味を込めました。 
 
代表取締役会⻑︓帖佐 義之  代表取締役社⻑︓藤岡 洋介  
所在地︓〒105-7134 東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター34階 
設⽴︓2017 年 11 ⽉ 
事業内容︓物流ソリューションの開発・提供、出資 

 
*1 パートナー企業との協業や、様々なソリューションを組み合わせた物流業界全体のビジネスの集合体 
 

 

本件に関する問い合わせ先︓広報担当(IFC)⽵江 03-5532-8921 


